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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
五
十
六
回
中
央
教
化
研
究
会
議

期　
　

日　

令
和
五
年
九
月
七
日
（
木
）
〜
八
日
（
金
）

会　
　

場　

日
蓮
宗
宗
務
院

テ 

ー 

マ　

旧
統
一
教
会
を
め
ぐ
る
諸
問
題

参 

加 

者　

一
二
六
名

開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

　

令
和
四
年
七
月
八
日
に
起
こ
っ
た
安
倍
晋
三
氏
殺
害
事

件
に
端
を
発
し
、
旧
統
一
教
会
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
旧
統
一
教
会
は
現
在

「
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
」
と
教
団
名
を
改
称
し
て
い

ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
に
お
い
て
所
謂
カ
ル
ト
教
団

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
宗
教
団
体
で
す
。
一
九
九
〇
年

代
前
半
、
統
一
教
会
が
世
間
に
知
ら
れ
た
の
は
、
霊
感
商

法
と
信
者
の
高
額
献
金
、
芸
能
人
を
含
め
た
合
同
結
婚
式

の
異
様
さ
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
じ
ら
れ
た
時
が
最
初
で
し
た
。

そ
の
後
、
研
究
者
や
被
害
者
救
済
に
奔
走
す
る
一
部
の

方
々
を
除
き
継
続
的
な
調
査
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に

到
っ
て
い
ま
す
。
長
期
間
に
亘
っ
て
本
人
、
家
族
が
特
定

の
宗
教
団
体
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
状
況
を
等
閑
視
し
て

い
た
点
を
宗
教
者
は
反
省
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
ず
は
そ
れ

ら
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

日
蓮
宗
宗
務
院
伝
道
部
内
に
は
以
前
よ
り
「
日
蓮
宗
カ
ル

ト
問
題
対
策PT

」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
代
宗
教
研

究
所
で
も
今
年
度
新
た
に
「
カ
ル
ト
研
究PT

」
が
立
ち

上
が
り
、
継
続
的
に
調
査
研
究
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
旧
統
一
教
会
に
つ
い
て
、
ま
た
派
生

す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
中
央
教
化
研
究
会
議
に
て

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
赤
堀
正
明
所
長
か
ら
「Inform

ation

統
一
教

会
」
と
題
し
、
統
一
教
会
に
つ
い
て
そ
の
教
義
等
、
概
略

を
説
明
し
ま
す
。
そ
の
後
、
基
調
講
演
①
と
し
て
櫻
井
義

令
和
五
年
度
事
業
報
告
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秀
師
よ
り
「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
」、
基
調
講
演

②
と
し
て
紀
藤
正
樹
氏
よ
り
「
魂
の
救
済
─
救
い
の
形
を

失
っ
て
い
る
伝
統
教
団
」
と
題
す
る
講
演
を
い
た
だ
き
ま

す
。
会
議
は
四
分
科
会
に
別
れ
て
、
各
テ
ー
マ
、
問
題
提

起
に
基
づ
き
議
論
し
て
い
く
予
定
で
す
。
第
Ⅰ
分
科
会
は

「
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
に
つ
い
て

問
題
提
起
し
討
議
し
ま
す
。
第
Ⅱ
分
科
会
は
「
新
法
（
法

人
等
に
よ
る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
）
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
と
題
し
、
霊
感
商
法
の
問
題
、

「
不
当
な
勧
誘
」
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
味
、
そ
れ
ら
と

新
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。
第
Ⅲ
分
科
会
の

テ
ー
マ
は
「
宗
教
二
世
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
彼
ら
が
抱

え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
理
解
を
深
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
第
Ⅳ
分
科
会
で
は
「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
私
た
ち
宗
教
者
自
身
の
リ
テ
ラ
シ
ー
（
僧
侶
が

身
に
つ
け
る
べ
き
宗
教
知
識
）
を
よ
り
深
め
、
涵
養
す
る

た
め
の
議
論
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
催
方
式

①
基
調
報
告
「Inform

ation

統
一
教
会
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

②
基
調
講
演
「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

�

櫻
井
義
秀
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
特

別
研
究
員
・
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
）

③
基
調
講
演
「�

魂
の
救
済　

─
統
一
教
会
等
カ
ル
ト
的
宗

教
団
体
の
被
害
者
救
済
の
現
場
か
ら
見
え

て
く
る
も
の
─
」

　
　
　
　
　
　

�

紀
藤
正
樹
（
リ
ン
ク
総
合
法
律
事
務
所
所

長
）

④�

テ
ー
マ
に
関
連
し
た
分
科
会
を
設
置
、
そ
れ
ぞ
れ
座

長
・
問
題
提
起
者
を
設
け
会
議
を
行
う
。

⑤
台
風
の
影
響
に
よ
り
全
体
会
議
は
中
止
し
た
。

⑥�

後
日
、
各
分
科
会
の
座
長
に
よ
る
報
告
を
聞
き
、
テ
ー

マ
「
旧
統
一
教
会
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
に
纏
め
た
。
講

演
及
び
分
科
会
の
概
要
は
『
日
蓮
宗
宗
報
』
令
和
六
年

一
月
号
、
詳
細
は
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
八
号
に

収
載
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議
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十
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

●�

第
四
十
六
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
四
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
五
年
六
月
五
日
〜
六
日

愛
媛
県　

今
治
国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�
仏
教
史
か
ら
見
た
供
養
の
形
〜
現
代
に
お
け

る
供
物
と
は
〜
」

基
調
講
演
「�

仏
教
史
か
ら
見
た
供
養
の
形
〜
現
代
に
お
け

る
供
物
と
は
〜
」

　
　
　
　
　

�

鈴
木
隆
泰
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
特
別

研
究
員
）

●�

第
四
十
一
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
三
分
散
会
〔
年
代
別
〕・
全
体
会
議
）

令
和
五
年
六
月
五
日
〜
六
日

長
崎
県　

ル
ー
ク
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
日
蓮
宗
を
九
州
か
ら
構

築
す
る
〜
」

基
調
講
話
「
日
蓮
宗
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

●
第
五
十
三
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
四
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
五
年
十
月
六
日

和
歌
山
県　

和
歌
山
城
ホ
ー
ル
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

死
に
ゆ
く
人
の
心
に
寄
り
そ
う
〜
医
療
と
宗

教
の
間
の
ケ
ア
〜
」

基
調
講
演
「�

死
に
ゆ
く
人
の
心
に
寄
り
そ
う
〜
医
療
と
宗

教
の
間
の
ケ
ア
〜
」

　
　
　
　
　

玉
置
妙
憂
（
看
護
師
・
真
言
宗
僧
侶
）

●
第
四
十
五
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（�

七
分
散
会
〔
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
・
二
セ
ッ
シ
ョ

ン
〕・
全
体
会
議
）

令
和
五
年
十
月
十
八
日

長
野
県　

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

心
に
寄
り
添
う
僧
侶
の
原
点
〜
聞
く
・
話

す
・
伝
え
る
人
間
力
を
養
う
〜
」

基
調
講
演
「
心
に
寄
り
添
う
僧
侶
の
原
点
」

　
　
　
　
　

出
口　

汪
（
広
島
女
学
院
大
学
客
員
教
授
）
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●
第
三
十
九
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
五
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
五
年
十
月
二
十
四
日

福
井
県
南
部　

ホ
テ
ル
せ
く
み
屋
に
て
開
催

テ 

ー 
マ
「�
過
疎
寺
院
の
抱
え
る
諸
問
題
〜
僧
俗
一
体
と

な
っ
て
歩
む
道
〜
」

基
調
講
演
「�

檀
家
の
減
少
に
直
面
す
る
過
疎
地
域
寺
院
の

実
態
」

　
　
　
　
　

�

中
條
曉
仁
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
特
別

研
究
員
・
静
岡
県
本
能
寺
修
徒
）

基
調
講
演
「�（
消
え
ゆ
く
）
お
寺
の
役
割　

我
々
は
何
を

す
べ
き
か
」

　
　
　
　
　

�

長
谷
川
正
浩（
全
日
仏
・
日
蓮
宗
顧
問
弁
護

士
）

●
第
四
十
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
三
分
科
会
・
全
体
会
議
）

令
和
五
年
十
一
月
七
日
〜
八
日

福
島
県　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「�

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
日
蓮
宗

教
師
像
」

基
調
講
演
①
「�

高
度
専
門
職
と
し
て
の
日
蓮
宗
教
師
像
と

世
界
に
求
め
ら
れ
る
瞑
想
に
つ
い
て
」

基
調
講
演
②
「�

世
界
で
今
求
め
ら
れ
て
い
る
仏
教
の
瞑
想

に
つ
い
て
」

�　
　
　
　
　
　

蓑
輪
顕
量
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

第
一
分
科
会
「�

高
度
専
門
職
者
と
し
て
果
た
す
べ
き
社
会

的
役
割
に
つ
い
て
」

第
二
分
科
会
「
瞑
想
を
用
い
た
布
教
の
可
能
性
」

第
三
分
科
会
「�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
を

用
い
た
布
教
に
つ
い
て
」

●
第
三
十
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議
（
全
体
会
議
）

令
和
六
年
二
月
五
日

群
馬
県　

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「
人
気
を
得
る
寺
院
運
営
」

基
調
講
演
「
人
気
を
得
る
寺
院
運
営
」

　
　
　
　
　

鈴
木
辨
望
（
真
言
宗
豊
山
派
天
明
寺
住
職
）

●
第
四
十
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議
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（
十
分
科
会
・
全
体
会
議
）

令
和
六
年
二
月
二
十
日　

千
葉
県
南
部　

満
ち
て
く
る
心

の
宿
吉
夢
に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「�

今
考
え
る
立
正
安
国
と
は
〜
令
和
の
い
ま

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
〜
」

基
調
講
演
①
「�
国
際
政
治
を
語
ろ
う
〜
一
国
で
は
生
き
ら

れ
な
い
現
代
社
会
で
〜
」

　
　
　
　
　
　

�

池
上
萬
奈
（
立
正
大
学
法
学
部
非
常
勤
講

師
）

基
調
講
演
②
「�

今
考
え
る
立
正
安
国
と
は
〜
令
和
の
い
ま

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
〜
」

�

　
　
　
　
　

�

河
﨑
俊
宏
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱

託
・
石
川
県
本
延
寺
住
職
）

●
第
四
十
七
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
七
分
散
会
）

�

令
和
六
年
二
月
二
十
日　

山
梨
県
第
二
部　

身
延
山
大
学

に
て
開
催

テ
ー
マ
「
今
、
教
師
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

問
題
提
起
「�

教
化
活
動
に
現
場
の
教
師
は
何
を
考
え
、
何

に
苦
慮
し
て
い
る
の
か
」

�

　
　
　
　

�

望
月
泰
幹
（
山
梨
県
第
二
部
教
化
セ
ン
タ
ー

長
・
山
梨
県
蓮
久
寺
住
職
）

●
第
四
十
八
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
三
分
科
会
・
全
体
会
議
）

令
和
六
年
二
月
二
十
七
日

東
京
都
西
部　

常
圓
寺
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「
信
仰
の
継
承
？
供
養
の
継
承
？
」

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
・
分
析
報
告

　
　
　
　

�

小
髙
絢
華
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究

員
）

基
調
講
演
「
信
仰
の
継
承
？
供
養
の
継
承
？
」

　
　
　
　
　

��

櫻
井
義
秀
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
特
別
研

究
員
、
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
）

第
一
分
科
会
「
国
内
開
教
に
つ
い
て
」

第
二
分
科
会
「
海
外
布
教
に
つ
い
て
」

第
三
分
科
会
「
寺
院
合
併
に
つ
い
て
」

【
３
】
連
絡
会
議

●
教
区
教
化
研
究
会
議
連
絡
会
議
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令
和
五
年
六
月
一
日　

日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
開
催

内　

容　

①
教
区
教
研
運
営
の
件

　
　
　
　

②
助
成
金
の
件

　
　
　
　

③
中
央
教
研
の
件

　
　
　
　

④
そ
の
他

●
教
化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議

令
和
五
年
六
月
二
日　

日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
開
催

内　

容　

①
各
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
・
活
動
計
画
の
件

　
　
　
　

②
助
成
金
の
件

　
　
　
　

③
中
央
教
研
の
件

　
　
　
　

④
そ
の
他

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

●�

下
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

○�

教
研
会
議
Ｐ
Ｔ�

（
村
上
慧
香
・
中
井
本
蓉
・
松
井
大
宗
・

水
谷
進
良
各
研
究
員
、
加
藤
彰
晃
・
石
原
顕
正
・
河
﨑
俊

宏
・
柴
田
章
延
各
嘱
託
）

○
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
中
村
龍
央
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
）

○�

年
次
年
表
作
成
Ｐ
Ｔ
（
小
髙
絢
華
・
中
村
宣
悠
各
研
究
員
、

坂
輪
宣
政
嘱
託
、
鈴
木
宏
彰
師
・
望
月
康
寿
師
）

○�

寺
院
環
境
調
査
Ｐ
Ｔ
（
小
髙
絢
華
・
藤
﨑
善
隆
・
松
井
大

宗
・
髙
野
光
拡
・
齋
藤
宣
裕
各
研
究
員
、
中
條
曉
仁
特
別

研
究
員
、
原
一
彰
嘱
託
）

○�

仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
Ｐ
Ｔ
（
村
上
慧
香
・
中
井
本

蓉
・
森
下
恵
王
各
研
究
員
、
横
山
正
見
・
成
田
東
吾
各
嘱

託
、
三
井
妙
真
師
・
丹
羽
宣
子
氏
）

○�

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
Ｐ
Ｔ
（
菊
岡
妙
光
・
吉
木
祥
介
・
齋
藤
宣

裕
・
本
間
文
裕
各
研
究
員
、
髙
松
由
華
師
・
星
光
照
師
）

○�

カ
ル
ト
研
究
Ｐ
Ｔ
（
水
谷
進
良
・
髙
野
光
拡
各
研
究
員
、

櫻
井
義
秀
・
伊
藤
瑞
康
各
特
別
研
究
員
、
柴
田
章
延
嘱
託
、

服
部
功
志
師
・
楠
山
泰
道
師
）

○�

寺
院
備
災
研
究
Ｐ
Ｔ
（
石
原
顕
正
・
中
村
龍
央
・
成
田
東

吾
各
嘱
託
）

○�
法
華
経
版
経
研
究
Ｐ
Ｔ
（
藤
﨑
善
隆
・
庵
谷
行
遠
各
研
究

員
、
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
各
嘱
託
）

○�

葬
送
儀
礼
研
究
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
内
藤
善
之
・
吉
木
祥
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介
・
中
村
宣
悠
各
研
究
員
、
鈴
木
隆
泰
・
伊
藤
瑞
康
特
別

研
究
員
、
灘
上
智
生
・
河
﨑
俊
宏
各
嘱
託
）

○�
日
蓮
門
下
伝
説
集
成
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
庵
谷
行
遠
・
水

谷
進
良
・
森
下
恵
王
各
研
究
員
、
岡
田
文
弘
特
別
研
究

員
）

○�

研
究
例
会
（
小
髙
絢
華
・
古
河
良
啓
・
村
上
慧
香
・
中
井

本
蓉
・
藤
﨑
善
隆
・
内
藤
善
之
・
松
井
大
宗
・
庵
谷
行

遠
・
水
谷
進
良
・
菊
岡
妙
光
・
吉
木
祥
介
・
髙
野
光
拡
・

森
下
恵
王
・
齋
藤
宣
裕
・
中
村
宣
悠
・
本
間
文
裕
各
研
究

員
、
鈴
木
隆
泰
・
中
條
曉
仁
・
櫻
井
義
秀
・
間
宮
啓
壬
・

岡
田
文
弘
・
伊
藤
瑞
康
各
特
別
研
究
員
）

○�

嘱
託
例
会
（
及
川
一
晋
・
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
・
横
山

正
見
・
中
島
信
吾
・
加
藤
彰
晃
・
山
内
寛
久
・
石
原
顕

正
・
河
﨑
俊
宏
・
中
村
龍
央
・
福
島
正
堯
・
柴
田
章
延
・

都
泰
雄
・
成
田
東
吾
・
原
一
彰
各
嘱
託
）

○�

顧
問
会
（
古
河
良
晧
・
蓑
輪
顕
量
・
北
山
孝
治
・
三
原
正

資
各
顧
問
）

【
２
】
第
二
十
四
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

令
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日

日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
開
催

研
究
発
表

「
女
性
の
ト
ー
ク
ン
化
に
つ
い
て
」

�

中
井
本
蓉
（
栃
木
県
正
法
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「
小
樽
問
答
の
再
確
認
」

�

水
谷
進
良
（
大
阪
府
新
福
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「�

日
蓮
宗
の
本
尊
を
檀
信
徒
に
ど
う
説
明
す
る
か
〜
曼
荼
羅

を
基
に
」�

小
池
政
之
（
静
岡
県
長
福
寺
住
職
）

「
私
の
出
会
っ
た
宗
教
的
体
験
に
つ
い
て
」

�

三
原
正
資
（
広
島
県
妙
長
寺
住
職
・
現
宗
研
顧
問
）

「
近
代
日
蓮
教
団
に
お
け
る
女
性
及
び
団
体
の
諸
相
」

�

森
下
恵
王
（
宮
崎
県
立
正
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「
木
剣
と
楊
枝
の
紐
帯　

そ
れ
に
介
在
す
る
も
の
」

�

玉
木
晃
仁
（
山
形
県
日
朝
寺
住
職
）

「
寺
院
環
境
調
査
報
告　

秋
田
管
区
の
事
例
に
つ
い
て
」

�

齋
藤
宣
裕
（
秋
田
県
法
華
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
多
様
化
す
る
現
代
の
宗
教
」

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

井
上
順
孝
（
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
）
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丹
羽
宣
子
（
中
央
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

間
宮
啓
壬
（�

富
山
県
立
像
寺
住
職
・
現
宗
研
特
別
研
究

員
）

赤
堀
正
明
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
・
現
宗
研
所
長
）

［
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
］

菅
野
龍
清
（
東
京
都
浄
延
院
住
職
・
現
宗
研
主
任
）

当
日
の
発
表
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
は
、

『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
八
号
に
収
載
。

【
３
】
研
究
例
会

●�

研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通
り
。

◯
「
宗
長
寺
の
葬
儀
」�
庵
谷
行
遠

◯
「�

寺
院
の
説
法
に
お
け
る
聞
き
手
の
共
感
性
と
語
り
か
け

の
影
響
」�

髙
野
光
拡

◯
「
近
代
日
蓮
宗
に
お
け
る
女
性
及
び
団
体
の
諸
相
」

�

森
下
恵
王

◯
「
女
性
の
ト
ー
ク
ン
化
に
つ
い
て
」�

中
井
本
蓉

◯
「
創
価
学
会
に
お
け
る
本
尊
観
の
変
遷
」�

水
谷
進
良

◯
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
仏
教
壁
画
」�

内
藤
善
之

◯
「
秋
田
管
区
寺
院
環
境
調
査
報
告
」�

齋
藤
宣
裕

◯
「�

多
様
化
社
会
に
お
け
る
教
育
機
関
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」�

藤
﨑
善
隆

◯
「
日
本
に
お
け
る
葬
送
」�

古
河
良
啓

◯
「
日
蓮
教
団
に
お
け
る
死
者
供
養
の
歴
史
」�

中
村
宣
悠

◯
「
お
寺
の
活
用
法
〜
宿
題
カ
フ
ェ
見
学
〜
」�

菊
岡
妙
光

◯
「
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
信
仰
の
継
承
に
つ
い
て
」

�

村
上
慧
香

◯
「
仏
葬
以
前
の
様
子
」�

吉
木
祥
介

◯
「�

都
市
部
の
寺
院
に
お
け
る
現
状
と
課
題
〜
日
蓮
宗
京
浜

教
区
の
事
例
か
ら
〜
」�

小
髙
絢
華

◯
「
最
近
の
寺
院
コ
ン
テ
ン
ツ
」�

松
井
大
宗

◯
「�

日
本
廻
国
大
乗
妙
典
六
十
六
部
経
聖
の
成
立
と
そ
の
背

景
」�

本
間
文
裕

【
４
】
嘱
託
例
会

●�

嘱
託
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通
り
。

◯
「�
被
災
地
の
人
々
か
ら
学
ん
だ
も
の
〜
人
と
し
て
の
や
さ

し
さ
の
実
践
〜
」�

石
原
顕
正
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◯
「�

葬
送
儀
式
は
い
ま
─
日
蓮
宗
宗
勢
調
査
報
告
（
令
和
二

年
度
）
の
回
答
か
ら
─
」�

灘
上
智
生

【
５
】
各
種
調
査

●�
五
月
十
七
日
、
山
梨
県
な
ん
て
ん
寮
に
於
い
て
、
女
性
教

師
の
教
育
制
度
調
査
と
活
動
調
査
を
行
っ
た
。

●�

七
月
十
日
〜
十
一
日
、
京
都
府
尼
衆
宗
学
林
、
京
都
府
真

宗
大
谷
派
女
性
室
、
滋
賀
県
瑞
龍
寺
に
於
い
て
、
女
性
教

師
の
教
育
制
度
と
活
動
調
査
を
行
っ
た
。

●�

八
月
二
十
六
日
、
千
葉
県
常
不
軽
寺
に
於
い
て
、
宗
教
二

世
に
関
す
る
取
材
を
行
っ
た
。

●�

八
月
三
十
日
、
千
葉
県
常
不
軽
寺
に
於
い
て
、
宗
教
二
世

に
関
す
る
取
材
を
行
っ
た
。

●�

九
月
四
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
於
い
て
、
宗
教
二
世
に
関

す
る
取
材
を
行
っ
た
。

●�

十
二
月
十
二
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
於
い
て
、「
女
性
教

師
の
会
」
と
の
懇
談
会
を
設
け
取
材
・
調
査
を
行
っ
た
。

●�

十
二
月
十
八
日
〜
十
九
日
、
千
葉
県
に
於
い
て
、
宗
祖
霊

蹟
・
伝
説
に
係
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●�

令
和
六
年
三
月
十
一
日
〜
十
三
日
、
新
潟
県
佐
渡
島
に
於

い
て
宗
祖
霊
蹟
・
伝
説
に
係
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
八
号
を
編
集
し
、
発
行
し
た
。

【
２
】�

教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
『
令

和
四
年
日
蓮
宗
年
表
』
を
作
成
し
、
配
布
し
た
。

【
３
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
４
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
５
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
６
】�

今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

●
四
月
十
三
日
、
北
山
本
門
寺
に
て
「
ご
霊
宝
お
風
入
れ
」
に

出
席
。

●
四
月
十
六
日
、
龍
谷
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
五
月
二
十
一
日
、
龍
谷
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。



令和五年度日蓮宗現代宗教研究所彙報

387

●
五
月
二
十
七
日
、
東
北
大
学
に
て
「
第
三
十
一
回
日
本
近
代

仏
教
史
研
究
会
研
究
大
会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

近
代
仏
教
史

と
オ
カ
ル
ト
研
究
」
に
出
席
。　

●
六
月
十
七
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
連
続

公
開
講
座
「
仏
教
と
哲
学　

仏
教
の
瞑
想
と
そ
こ
か
ら
見
え

る
哲
学
」
に
出
席
。

●
六
月
十
八
日
、
龍
谷
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
六
月
十
八
日
、「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
実

態
研
究
─
多
宗
派
ブ
ロ
ッ
ク
調
査　

研
究
成
果
報
告
会
」
に

出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
六
月
二
十
一
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
「
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
二
〇
二
三
」
に
出
席
。

●
六
月
二
十
七
日
、
全
日
本
仏
教
会
「
第
三
十
五
期
第
三
回
社

会
・
人
権
審
議
会
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
六
月
二
十
九
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
に
て
「
葬
式
仏
教
価

値
向
上
委
員
会　

第
三
十
一
回
研
究
会　

お
寺
の
営
業
活
動

─
檀
家
（
会
員
）
を
増
や
し
、
関
係
性
を
深
め
る
た
め
に
」

に
出
席
。

●
七
月
二
十
四
日
、
大
本
教
東
京
本
部
に
て
「
教
団
付
置
研
究

所
懇
話
会　

宗
教
間
対
話
部
会
」
に
出
席
。

●
八
月
十
八
日
、「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会　

宗
教
間
対
話

部
会
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
八
月
二
十
日
、
龍
谷
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
八
月
二
十
九
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
「
第
八
回
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
産
業
展
」
に
出
席
。

●
八
月
三
十
一
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
「
第
八
回
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
産
業
展
」
に
出
席
。

●
九
月
一
日
〜
二
日
、「
日
本
印
度
学
仏
教
学
会　

第
七
十
四

回
学
術
大
会
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
九
月
九
日
〜
十
日
、
東
京
外
国
語
大
学
府
中
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
「
日
本
宗
教
学
会　

第
八
十
一
回
学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
十
月
十
日
、
大
本
教
東
京
本
部
に
て
「
教
団
付
置
研
究
所
懇

話
会　

宗
教
間
対
話
部
会
」
に
出
席
。

●
十
月
十
五
日
、
保
田
妙
本
寺
に
て
「
お
虫
干
し
会
」
に
出
席
。

●
十
月
二
十
二
日
、
龍
谷
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。
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●
十
月
二
十
五
日
、
築
地
本
願
寺
に
て
全
日
本
仏
教
会
「
第
三

十
五
期
第
四
回
社
会
・
人
権
審
議
会
」
に
出
席
。

●
十
月
二
十
五
日
、
築
地
本
願
寺
に
て
「
人
権
問
題
講
演
会　

仏
教
者
は
犯
罪
被
害
者
支
援
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
臨
床

現
場
か
ら
の
提
言
」
に
出
席
。

●
十
月
二
十
八
日
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
宗
教
者/

非
宗

教
者
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
十
月
三
十
一
日
、
金
光
教
本
部
に
て
「
教
団
付
置
研
究
所
懇

話
会　

第
二
十
一
回
年
次
大
会
」
に
出
席
。

●
十
一
月
四
日
〜
五
日
、
同
朋
大
学
に
て
「
日
本
仏
教
社
会
福

祉
学
会　

第
五
十
七
回
学
術
大
会　

仏
教
的
死
生
観
の
現
代

的
意
義
」
に
出
席
。

●
十
一
月
四
日
〜
五
日
、
愛
知
学
院
大
学
に
て
「
日
本
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
会　

第
十
六
回
学
術
大
会　

と
も
に
揺
れ
、

と
も
に
い
る　

─
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
ま
な
ざ
し
─
」

に
出
席
。

●
十
一
月
十
八
日
、
大
正
大
学
巣
鴨
校
舎
に
て
「
日
本
仏
教
教

育
学
会　

第
三
十
一
回
学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
十
一
月
二
十
五
日
、「
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
哲
学
・
美
学
・

倫
理
学
・
宗
教
学
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
十
二
月
四
日
、「
第
四
十
六
回
浄
土
宗
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　

往
生
を
い
か
に
伝
え
る
か
─
多
様
化
す
る
現
代
人

の
死
生
観
を
み
つ
め
て
─
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
十
二
月
十
四
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
に
て
「
葬
式
仏
教
価

値
向
上
委
員
会　

第
三
十
三
回
研
究
会　

地
域
の
葬
儀
社
だ

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
─
お
寺
に
は
も
っ
と
で
き
る
こ
と
が

あ
る
！
」
に
出
席
。

●
十
二
月
十
四
日
、「
連
続
講
座　

新
仏
教
教
団
を
学
ぼ
う　

立
正
佼
正
会
に
つ
い
て
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
十
二
月
十
五
日
、
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
戦
争
と
宗

教
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
十
二
月
十
七
日
、
龍
谷
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
令
和
六
年
一
月
二
十
六
日
、
全
日
本
仏
教
会
「
第
三
十
五
期

第
五
回
社
会
・
人
権
審
議
会
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
）

●
令
和
六
年
二
月
八
日
、「
連
続
講
座　

新
仏
教
教
団
を
学
ぼ

う　

全
員
登
壇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
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参
加
）

●
令
和
六
年
二
月
二
十
四
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
連
続
公
開
講
座
「
仏
教
と
哲
学　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
に
出
席
。

●
令
和
六
年
二
月
二
十
六
日
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
Ａ
Ｉ
時
代
の
信
仰
」
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
令
和
六
年
三
月
十
二
日
、
過
疎
問
題
連
絡
懇
談
会
に
出
席
。

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
令
和
六
年
三
月
二
十
三
日
、
京
都
大
学
に
て
宗
教
哲
学
会
第

十
六
回
学
術
大
会
に
出
席
。

●
令
和
六
年
三
月
二
十
七
日
、
佛
立
研
究
所
第
三
十
三
回
研
究

発
表
大
会
に
出
席
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

●
令
和
六
年
三
月
二
十
八
日
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
て
「
教

団
付
置
研
究
所
懇
話
会 

生
命
倫
理
研
究
部
会 

第
二
十
三
回

研
究
会
」
に
出
席
。

●
令
和
六
年
三
月
二
十
八
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
に
て
「
葬

式
仏
教
価
値
向
上
委
員
会　

第
三
十
三
回
研
究
会　

お
寺
の

行
動
経
済
学
─
檀
家
は
な
ぜ
そ
う
し
た
行
動
を
と
る
の

か
？
」
に
出
席
。

５
、
講
義
・
講
演

○
第
四
十
一
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
五
年
六
月
五
日
〜
六
日

ル
ー
ク
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
催

基
調
講
話
「
日
蓮
宗
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
県
下
三
宗
務
所
合
同　

布
教
研
修
会

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日　

神
奈
川
県
妙
蓮
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
日
蓮
宗
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
第
二
期
信
行
道
場

令
和
五
年
六
月
二
十
二
日　

信
行
道
場
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
臨
床
講
義
」

�

鈴
木
智
雄
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
員
）

○
布
教
会
講
演

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日　

日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
新
々
宗
教
の
後
の
宗
教
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
神
奈
川
県
仏
教
会　

総
会
・
講
演
会
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令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

Belle

関
内
六
〇
一
会
議
室
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
今
、
葬
儀
の
問
題
点
を
問
う
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
布
教
研
修
所
講
義

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日　

松
戸
本
土
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
今
、
葬
儀
の
問
題
点
を
問
う
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
布
教
研
修
所
講
義

令
和
五
年
七
月
七
日　

松
戸
本
土
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
仏
教
か
ら
見
た
死
後
の
世
界
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
布
教
研
修
所
講
義

令
和
五
年
七
月
三
十
一
日　

松
戸
本
土
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
仏
教
か
ら
見
た
死
後
の
世
界
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
第
三
期
信
行
道
場

令
和
五
年
八
月
三
十
日

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

外
来
講
義
「
宗
教
の
今
を
考
え
る
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
第
三
期
信
行
道
場

令
和
五
年
九
月
一
日

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

テ
ー
マ
「
臨
床
講
義
」

�

鈴
木
智
雄
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
員
）

○
布
教
研
修
所
講
義

令
和
五
年
九
月
二
十
八
日　

松
戸
本
土
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
布
教
研
修
所
講
義

令
和
五
年
十
月
二
十
六
日　

松
戸
本
土
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
唱
題
行
に
つ
い
て
」

�

菅
野
龍
清
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

○
千
葉
県
布
教
師
研
修
会

令
和
五
年
十
一
月
六
日

京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
宗
教
の
今
を
分
析
す
る
」
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�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
熊
本
県
管
内
教
師
研
修
会

令
和
五
年
十
二
月
五
日

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
統
一
教
会
の
後
の
宗
教
」

�
赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

○
天
台
宗
滋
賀
県
宗
務
所

令
和
五
年
十
二
月
九
日　

大
津
市
民
会
館
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
仏
教
か
ら
人
権
を
考
え
る
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）




